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第１章 松原公園整備基本構想について

1 背景と目的

松原公園周辺には、龍造寺家や佐賀藩祖らを祀る松原神社、10代藩主鍋島直正公、
11代直大公を祀る佐嘉神社、鍋島家伝来品の歴史資料などを所蔵・展示する徴古館が
あります。江戸時代には佐賀藩校弘道館が設けられ、大正時代には直正公の銅像や、佐賀
図書館なども建てられ、人々が集まる文教地区でもありました。

松原公園は、第１期整備として、平成21年度（2009）から徴古館のエントランス空間
の整備を実施し、翌23年（2011）4月に松原公園として開設しました。

その後、令和2年（2020）11月に佐賀鍋島伝承遺産顕彰会の主催で、「鍋島文化を
活かした佐賀のまちづくりを語る会」が開かれ、松原周辺の変遷をたどりながら、佐賀県知
事や佐賀市長、鍋島報效会理事長らが、将来のまちづくり等について意見を交わしました。

これを契機として、次期公園整備の動きが本格化しました。

本市では、令和３年（2021） 7月に「松原公園周辺における歴史と文化を活かしたま
ちづくり懇話会（以下「懇話会」という。）」を立ち上げ、令和５年（2023） 3月に松原公園
周辺の将来像と整備コンセプトを取りまとめました。

この度策定する「松原公園整備基本構想（以下「本構想」）」は、これらの背景を踏まえ
ながら、歴史ある公園として、市民等が日常的に訪れたいと思える場所とするための基本
的な考えをまとめたものです。

３ 策定体制

• 佐嘉神社
• 鍋島報效会
• 佐賀県
• 佐賀市

（委員構成）
• 景観デザイン
• 教育
• 経営、観光
• まちづくり、建築
• 地元
• 佐嘉神社
• 鍋島報效会
• 佐賀県
• 佐賀市

• 政策推進部
• 経済部
• 都市戦略部
• 建設部
• 地域振興部

四者連携会議 基本構想策定会議

庁内連絡会議
（佐賀市）

松原公園整備基本構想

• アンケート調査
• ワークショップ

市民等の意見

松原公園周辺における歴史と文化を活かしたまちづくり懇話会

• 佐嘉神社
• 佐賀大学

• 鍋島報效会
• 佐賀市観光協会

• 佐賀県
• 地元

松原公園周辺の将来像・整備コンセプト

• 佐賀鍋島伝承遺産顕彰会
• 佐賀市

２ 松原公園整備基本構想の策定範囲

本構想では、松原公園周辺の広域エリアの位置づけを定めるとともに、松原公園整備
の基本方針、整備イメージと基本構想図、松原公園周辺へのまちづくりの展開などを策定
するものとします。

■本構想の策定範囲

先述のとおり、松原公園は歴史的・文化的にも重要なエリアです。さらに、現代におい
てはSAGAサンライズパークからの南北軸の動線上に、また、まちなかと城内とを結ぶ重
要な位置にあり、まさに「歴史」と「まち」をつなぐ結節点となっています。

本市では懇話会を設置し、市民、関係団体、行政等が徴古館、佐嘉神社、松原神社
及びその周辺のまちづくりについて、多様な観点から意見交換を重ねてきました。そして、
令和５年（2023） ３月に松原公園周辺の将来像と整備コンセプトを取りまとめました。

この整備コンセプトを具体化するため、令和５年（2023）11月に「松原公園整備基
本構想策定会議」を立ち上げました。 さらに、「四者連携会議」における地権者との議
論、佐賀市の「庁内連絡会議」における関係各課との協議、市民等から徴取した意見を
踏まえ、本構想を策定しました。

R3年度～R4年度

R5年度～R6年度
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第１章 松原公園整備基本構想について

４ 松原公園整備と各種計画との位置づけ

〇「街づくりの視点」

■佐賀市街なか再生計画における「４核構想」

「佐賀市街なか再生計画」（H23.3策定）
では、拠点施設であるエスプラッツと佐賀玉屋
に加え、呉服元町・柳町周辺と佐嘉神社・徴古
館を有する松原公園周辺を、賑わい再生の「拠
点」として位置づけ、これらの拠点に囲まれたエ
リアを「４核構想エリア」として位置づけていま
す。

４核構想エリアの魅力を向上させ、人々が街
中を訪れるきっかけをつくり、４核構想の賑わい
がまちなか全体へと広がっていくことを狙いとし
ています。

松原公園周辺
の将来像

松原公園
整備基本構想

佐賀市都市計画マスタープラン・佐賀市立地適正化計画

第3次佐賀市総合計画

佐賀市中心市街地活性化基本計画
佐賀市街なか再生計画

佐賀市中央大通り再生計画

佐賀市歴史的風致維持向上計画
（第2期）

連携

連携

本構想は、「第3次佐賀市総合計画」や「佐賀市都市計画マスタープ
ラン」、「佐賀市立地適正化計画」の上位計画に即するとともに、「佐賀市
街なか再生計画」や「佐賀市歴史的風致維持向上計画（第２期）」等のま
ちづくり計画と連携し、より魅力的なまちづくりを推進するものとします。

〇上位関連計画の位置づけ

〇上位計画における佐賀市の将来像

『佐賀らしさでみんなが上を向くまち』

未来につながる集約拠点都市
“歩いて暮らして仕事して”

■第3次佐賀市総合計画

■佐賀市立地適正化計画

本構想の上位計画にあたる「第3次佐賀市総合計画」や「佐賀市立地
適正化計画」では、下記のようにめざす将来像を設定しています。

〇佐賀市街なか再生計画における
 「４核構想」

佐賀駅周辺地区は、グローバルとローカル、駅と
まちなかなど、各エリア間をつなぐとともに、人と人と
をつなげる拠点としての役割が求められています。

駅前の空間から、南北の拠点エリアへと人の流
れを誘導し、駅と拠点エリアとの接続・連携の強化
などを狙いとしています。

■「街づくりの視点」
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令和３年（2021）８月から令和5年（2023）３月にかけて、「松原公園周辺における歴史と文化を活かしたまちづくり懇話会」を開催しました。懇話会では、佐嘉神社や鍋島報效会、佐
賀県や佐賀市など、松原公園周辺の関係者や有識者が集い、今後の松原公園周辺のあり方について議論を行い、松原公園周辺の将来像や基本理念、第２期整備のコンセプト等を作成
しました。

本構想は、懇話会で作成した松原公園周辺の将来像を踏まえて、実現に向けて計画を具体化していくため、策定することとします。

第１章 松原公園整備基本構想について

４ 松原公園整備と各種計画との位置づけ

〇松原公園周辺の将来像（Ｒ5.3策定）
「松原公園周辺における歴史と文化を活かしたまちづくり懇話会」

3

松原公園周辺の将来像

佐賀鍋島の伝統と、文化が息づく歴史体感エリア
～みんなで創り、未来へ紡ぐ“松原”～

第２期整備イメージ



第２章 松原公園周辺の現状と課題

6

〇松原神社・佐嘉神社

6

〇佐賀バルーンミュージアム

〇徴古館

〇新馬場通り

〇松原川

〇銅像園と松原公園

■松原神社 ■佐嘉神社
■松原川の河童

大正２年（1913）、佐賀県民及び佐賀県
出身者らの寄付により、高さ4ｍを超える直
正公銅像が建立されました。佐賀図書館や
弘道館記念碑、徴古館、佐嘉神社などが建
設されると、「歴史・文化・祈りの中心地」と
して人々が集まる場所となりました。
その後、戦争により直正公の銅像は供出さ
れ、戦後は一帯が引揚者の生活の場となり
ました。店舗が連なる「松原マーケット」が
自然と形成されましたが、平成に入り次第
に店舗が減っていき、平成23年（2011）
に「松原公園（第１期整備）」が整備されま
した。

松原神社は、安永元年（1772）に藩祖鍋島
直茂公を祀るため「日峯社」として創建され
ました。のちに龍造寺隆信らも祀られ、明治６
年から「松原神社」と呼ばれるようになりまし
た。
佐嘉神社は、昭和8年（1933）に10代藩主
鍋島直正公を祀る神社として創建されました。
国家的功績のあった人物を祀る「別格官幣
社」という社格でした。

松原川は、江戸時代、城下東側の
武家地などに生活用水を届ける
ために作られた人工河川です。昭
和50年代には、生活様式の変化
などにより松原川の汚れはピーク
に達していましたが、市民による
清掃活動や松原川環境整備事業
により、情緒ある雰囲気となりまし
た。松原川には、河童がいたとい
う伝説があり、松原神社の神門に
は河童像が掲げられています。

■環境整備後の松原川

平成28年（2016）、佐賀市で開催された
「佐賀熱気球世界選手権」の開幕に先立ち
オープンしました。バルーン（熱気球）をテー
マにした日本初のミュージアムとして、いつで
もバルーンを体感でき
る施設となっています。
また、敷地の一角には
「旧嬉野家の武家屋
敷の門」が残されて
います。

昭和２年（1927）、12代藩主鍋島直映公に
より、県内初の博物館として開館しました。戦
後から永らく閉館していた徴古館でしたが、平
成10年（1998）に再スタートを果たしました。
毎年、企画展を開催し、鍋島家伝来品の展示
などにより、鍋島家の歴史や佐賀の地域史に
関する調査結果を発信し続けています。
また、毎年2月から3月には、「佐賀城下ひなま
つり」の会場となっており、多くの人々が来館し
ています。

新馬場通りは、日峯社（松原神社）の参道
にあたり、たくさんの旅館が並ぶなど、昭和
の中頃まで大変賑わっていました。

■昭和10年代の徴古館佐嘉神社の様子
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第２章 松原公園周辺の現状と課題

 1 松原公園周辺の変遷（江戸～大正）

徴古館周辺 和暦 （西暦） 松原神社・佐嘉神社・新馬場通り

明和９年 （1772） ８代藩主治茂公が藩祖直茂公を祀る日峯社（松原社）創建

寛政10年（1798） 日峯社（松原社）の石の鳥居完成

文化14年（1817） 松原神社参道として新馬場が開かれ、銅製と木製の鳥居が建立、東端に下宮造営

慶応３年 （1867） 藩祖直茂公没後250年祭礼

明治９年（1876） 松原神社の神苑が造営（翌年完成）

県から協和館を買収し市役所移転。その後西側の勧興小跡へ移転（T2～S4） 明治27年（1894）

佐賀県物産陳列所開設 明治29年（1896）

10代藩主直正（閑叟）公銅像建設、一帯は銅像園として整備／佐賀図書館落成 大正２年 （1913）

弘道館記念碑建設 大正12年（1923） 松原神社に11代直大公を合祀

佐賀市公会堂落成 大正15年（1926）

鍋島報效会所蔵鍋島報效会所蔵 『明治銅版画 佐賀縣獨案内（復刻版）』青潮社、昭和58年

■銅像除幕式写真 大正２年（1913）撮影
■佐賀図書館と直正公銅像

銅像園絵葉書 大正２～5年頃撮影 ■明治時代の松原神社参道（新馬場）
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第２章 松原公園周辺の現状と課題

 1 松原公園周辺の変遷（昭和～令和）

徴古館周辺 和暦 （西暦） 松原神社・佐嘉神社・新馬場通り
徴古館開館 昭和２年 （1927）

佐賀図書館が鍋島家から佐賀県に移管、「県立佐賀図書館」となる 昭和４ 年（1929）

昭和８年 （1933） 佐嘉神社創建 10代直正公、松原神社から佐嘉神社へ遷座

昭和18年（1943） 銅の鳥居など金属供出

直正公銅像、古川松根銅像金属供出 昭和19年（1944）

建物接収により、徴古館閉館 昭和20年（1945）

昭和23年（1948） 11代直大公、松原神社から佐嘉神社へ遷座

県立佐賀図書館が「佐賀県立図書館」と改称／松原公園風致地区指定 昭和25年（1950）

佐賀県立図書館が城内へ移転、鍋島家伝来の文書・典籍類約33,000点を寄託 昭和38年（1963）

松原の旧佐賀県立図書館の建物解体 昭和48年（1973）

昭和58年（1983） 佐嘉神社創建50年／佐嘉神社記念館開館

松原川整備事業の完成（S63～H3） 平成３年 （1991）

徴古館再開 平成10年（1998）

松原公園整備事業（第１期）完成（H21～22） 平成23年（2011）

徴古館開館100年 令和９年 （2027）

令和15年（2033） 佐嘉神社創建100年

■創建当初の佐嘉神社

鍋島報效会所蔵 鍋島報效会所蔵 『佐嘉神社寫眞帖』

■昭和10年代の徴古館・佐嘉神社の様子■開館当初の徴古館

6
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第２章 松原公園周辺の現状と課題

２ 松原公園周辺の現状

▲松原神社

▲佐嘉神社

▲ １月 初詣 ▲ ２月 節分祭 豆まき神事 ▲３月佐賀城下ひなまつり ▲３月 ひな祭り 流し雛

▲３月 イベントの様子 ▲４月 春祭り
「日峯さん」

▲６月 大祓式 夏越祭 ▲10月 秋祭り「日峯さん」

▲10月 神幸祭 ▲11月 七五三準備の様子 ▲11月頃 佐嘉神社奉納
少年剣道大会

▲11月 新嘗祭

〇松原神社・佐嘉神社

幕末の藩主鍋島直正公、直大公を祀る佐嘉神社
と藩祖直茂公を祀る松原神社は、佐賀のお殿様をお
祀りする神社として、親しまれています。

正月の三が日には約30万人が参拝し、賑わって
います。様々な年中行事やお祭りは、訪れる人に季節
の移ろいを感じさせてくれます。
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第２章 松原公園周辺の現状と課題

２ 松原公園周辺の現状

▲徴古館エントランス空間 ▲展示説明の様子 ▲音楽会の様子

▲佐賀城下ひなまつり期間中
生花で彩られた徴古館

▲ひなまつり展示の様子 ▲旧松原マーケット ▲駐車場

〇徴古館とその周辺

徴古館では、年数回の展覧会が開催され、旧佐賀藩主・侯爵鍋島家伝来の歴史資料・美術工芸品を展示する博物館として親しまれています。特に、佐賀市内で開催されている佐賀
城下ひなまつりの時には、県内外から多くの人が訪れます。

建物は国の登録有形文化財で、正面は半円形の車寄せがあり、本格的な洋風建築の意匠が特徴です。その雰囲気を活かして、館内では音楽会や講演会なども行われています。 徴
古館周辺の公園予定地は、旧松原マーケットの店舗や住宅が点在しているほか、駐車場として利用されています。
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第２章 松原公園周辺の現状と課題

３ 松原公園周辺の課題

• 松原神社・佐嘉神社、徴古館が同じエリアに位置して
いるものの、それぞれが独立しててエリアとしての一
体感がない。

• 駐車場を中心とした土地利用がされている。
• 神社や徴古館に訪れる人が、休憩など滞在できる場
所がない。

• 国の登録有形文化財でもある徴古館や、松原神社、
佐嘉神社の社殿などの歴史的な建物があるものの、
ブロック塀などで、佐嘉神社の魅力的な建物が見え
ない。

• 松原川や大楠を中心とした社寺林として豊かな自然
環境があるものの、サギやカラスによる環境被害が
大きい。

〇景観上の課題

• 「初詣」「節分」や「日峯さん」などの行事や「佐賀城
下ひなまつり」などのイベント時には人が集まり賑わ
うが、周辺施設への回遊行動に発展していない。

• 行事やイベントがない時の求心力が乏しく、日常的に
訪れる場所になっていない。

• 松原川と佐嘉神社は隣接しているが、つながりが感
じられない。

〇拠点性と回遊性の課題

〇周辺の歴史施設との連携の課題
• 「佐賀城本丸歴史館」では「幕末維新期の佐賀」を紹
介し、「大隈重信記念館」や「佐野常民と三重津海軍
所跡の歴史館」では、佐賀の偉人を紹介しているが、佐
賀のまちの歴史や地域性を学べる施設がない。

周辺の歴史施設 展示内容

佐賀城本丸歴史館 日本の近代化に貢献した「幕末維
新期の佐賀」の輝かしい時代を検
証し、変革の時代を生きた人々の
エネルギーを体感できる

大隈重信記念館 早稲田大学の創設者であり、総理
大臣を２度歴任した大隈重信に関
する歴史資料を展示するほか、大
隈候の功績を紹介

佐野常民と三重津
海軍所跡の歴史館

日本赤十字の父“佐野常民”と世
界遺産「明治日本の産業革命遺
産」“三重津海軍所跡”の魅力を
大迫力の映像と展示で伝える

▲駐車場としての利用 ▲佐嘉神社を隠すブロック塀 ▲繁茂する松原川沿いの
樹木

▲節分祭の豆まき▲佐嘉神社と徴古館との
動線がわかりにくい

▲敷地を隔てている垣根

〇松原公園周辺エリア全体の課題
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■松原公園周辺の課題



第３章 松原公園整備における課題

１ ワークショップ・アンケートの結果

第1回松原公園を考えるワークショップ

テーマ：「こんな場所になればいいな」

開催日：令和６年５月26日(日)

時間：13:30～16:00

参加者：39名（６班）

●松原公園の現地散策
●グループワーク
STEP１
松原公園の魅力と課題を出し合おう
STEP２
松原公園で何がしたいのか考えよう
STEP３
将来像を実現するためのキーワードを考えよう

第２回松原公園を考えるワークショップ

テーマ：「地図に整備イメージを描こう」

開催日：令和６年６月23日(日)

時間：13:30～15:30

参加者：30名（６班）

●グループワーク
STEP１
イメージ像をどうやって実現させるか考えよう
STEP２
松原公園の整備計画を考えよう

▲ワークショップの様子

場所 調査方法 参加者数・回収数

ワークショップ 佐嘉神社記念館 現地散策ワークショップ 公募： 69人

記入式アンケート 松原神社境内 現地配布回収 現地来訪者： 511人

聞き取りアンケート
徴古館前
松原神社境内

聞き取り 現地来訪者： １９６人

【調査結果概要】

■配布したワークショップのチラシ

基本構想策定にあたっては、広く市民県民の意向を把握するため、ワークショップ・アンケートを行いま
した。

〇ワークショップ・アンケートの概要
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〇ワークショップの開催

令和6年5月26日、6月23日の2回に渡って「松
原公園を考えるワークショップ」を開催しました。

第1回は39名、第2回は30名の住民の方々に参
加いただき、グループごとに松原公園整備に対する
率直な意見をいただくとともに、理想の松原公園整
備について発表してもらいました。

▲現地散策の様子



【STEP２】こんな場所になればいいな。 ※各グループの提案を整理【STEP１】松原公園の魅力と課題は？

魅力 課題

松
原
公
園

•銅像園の歴史
•まちのつながりが感じ
られる

•松原マーケットの歴史
•まんじゅう屋の集客力
•開放感がある
•楠木の大木をはじめと
した自然

•駐車場が中心で公園
になっていない

•遊ぶ場所、遊具がない
•日かげや屋根など休憩
場所がない

•境界がわかりにくい
•ブロック塀を撤去
•認知度が低い
•子どもの声がない
•日常の人通りがない
•フンなどの鳥害

松
原
川

•河童の堀がいい
•松原川の川辺の景観
がいい

•水がきれい
•水辺が涼しい
•ホタルや鯉などの生き
物がいる

•松原川が公園とつな
がっていない

•もっと綺麗にしてほしい
•川で遊べない
•水辺周辺に路上駐車
が多い

•下水垂れ流し
佐
嘉
神
社
・
松
原
神
社

•人が少なく静かな雰囲
気がいい

•神社の前の広場
•歴史を感じられる
•古木が多い
•白砂の地面
•参道がきれい
•日峯さんなどのイベント

•樹木の植え替えデザイ
ン化が大変

•木が生い茂っていて物
騒

•東西の動線

松
原
公
園
周
辺
エ
リ
ア

•立地がいい（まちなか、
佐賀城跡）

•交通（バス）の便がい
い

•中心市街地の安らぎの
空間

•目的地となる
•鍋島家の歴史がある
•ボートの復活

•雰囲気の統一感が必
要

•一箇所のみでは観光地
としては狭い

•佐賀城跡と隔てられて
いて一体感がない

•映えスポットがない
•多言語の説明サインが
足りない

•名前である松原がない
•周りからのアクセス
•県外の人へアピール

第３章 松原公園整備における課題

第1回ワークショップでは、松原公園の魅力と課題について意見交換を行い、理想の松原公園について、グループごとにまとめて発表しました。

〇ワークショップのまとめ【第１回】
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分類 必要な機能（意見抜粋）

自然との
触れ合い

•自然の中で遊べる空間
•庭園、花壇

•親水テラス
•水辺に降りて遊べる空間

•砂地
•船着き場

憩い
•芝生広場
•歩きやすい舗装

•大きな屋根
•木陰

•屋内空間（畳など）
•動かせるイス

教育学習
•寺子屋や茶室
•教え合える空間（弘道館）

•問を貼る掲示板
•神社や弘道館の説明書き

•歴史を知れる機能
• VRで昔の風景を見れる

遊び運動
スポーツ

•自然遊び
•多目的広場

•広場、砂地
•スポーツができる建物

•テニスコート、バスケットコー
ト

集客交流
•市場機能
•シンボル（銅像の復活など）
•イベントの開催

•佐賀のもの、お土産が買え
る

•佐賀のものが食べられる

•ものづくりの体験の場
•地下駐車場

安全安心
•街灯を設置し明るくする
•防犯カメラ

•車との分離
•災害対応

案内
回遊性PR

•案内板・神社や弘道館の説
明書き

•周辺の施設やイベントとの
つながり

•情報発信

【STEP１】イメージ像をどうやって実現させるか考えよう

【STEP２】松原公園の整備計画を考えよう ※６班の意見の特徴から、３つのゾーニング図に整理

班 イメージ像 キーワード３つ

A
鍋島藩の歴史の中で
世代間の交流が
日常的にできる公園

•鍋島藩の歴史
•世代間のつながり
•日常

B
水と緑を活かした
歴史と地元愛にあふれた
くつろぎの松原公園

•水と緑を活かしたくつろぎの
•地元愛あふれる観光公園

C 地元の人が
鍋島家の治政を感じる公園

•住んでいる人が行きたくなる場所
住んでいる人中心

•地元の人が文化資本を形成できる場
•鍋島家の治政を感じる

D みんなが集まる
明るい水と文化の交差点

•誰でも明るい安全
•歴史文化
•美しい川 親しめる

E 非日常が住まう
自然を楽しむ公園

•人（教育）
•自然
•公園・施設の機能

F
自由度が高く
子どもたちの発想の場となる
公園

•子どもたちの発想の場
•健康
•安全面

【第１回STEP３】将来像を実現するためのキーワードを考えよう

第３章 ワークショップアンケートの結果第３章 松原公園整備における課題

第２回ワークショップでは、第1回での議論を踏まえ、改めて松原公園に必要な機能を考えてもらい、機能の配置を反映した松原公園の整備計画をグループごとにプレゼンしました。

〇ワークショップのまとめ【第２回】
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270
168

167

169

97

84

87

99

76
19

0 50 100 150 200 250 300 350

飲食・カフェ
木陰・ベンチ・花壇
自由に遊べる広場

境内での様々なイベントの充実
キッチンカー出店

体験できる場
物販店

歴史学習の場
水に触れる場

その他

行きたくなるために必要なもの
お勧めしたくなるために必要なもの

男

32%

女

68%

N=500

■回答者の性別 ■回答者の年齢

佐賀市内

56%
県内

15%

県外

28%

国外

1%

N=501

■回答者の居住地

・回答者の約7割が女性
・佐賀市内からの来訪者が約5割、県外からは約3割。
・県外28%(140人)のうち、16％（82人）が福岡県から。

４．松原公園に必要な機能

0 50 100 150 200 250

神社
ひなまつり
歴史感じる

イベント
松原川

オアシス
徴古館

日峯さん
魅力なし
その他

ひなまつり

春の日峯さん

バルーンフェスタまちなかイベント

217

204

159
123

86

82
80

70
16
13

３．松原公園の魅力１．松原公園までの交通手段（左）自家用車の駐車場所（右）

・約6割が「自家用車」で来訪。
・「徒歩」のうち、約半数が周辺駐車場を利用。全体の約7割が自家用車で来訪していることに。

・「神社」が最も多く、次いで「ひなまつり」、「歴史を感じる点」が多い。
・ひなまつり期間以外でも「ひなまつり」を魅力と感じる人は多い。

・「飲食カフェ」を必要だと感じる人が多い。
・行きたくなるためには「木陰・ベンチ等」が必要で、お勧めしたくなるには、「木陰・ベンチ等」に加
えて「自由に遊べる広場」や「イベントの充実」が必要。

徒歩

22%

自転車

7%

路線バス

6%
タクシー

0%

自家用車

61%

その他

4%
46%

22% 26%

10%

32%

7%

11%

13% 18%

0% 50% 100%

徒歩

(N=115)

自家用車

(N=312)

歩き 神社P 徴古館前P 近隣P

まちなかP 城内P その他 無回答

5％以下ラベル非表示

近隣駐車場
から徒歩

実施日時 場所 回答数

R６.３.16（土）、20（水祝）
ひなまつり期間中

徴古館前 199件

R６.４.11（木）、12（金）
春の日峯さん期間中

松原神社
境内

53件

R６.11.３（日）、４（月）
バルーンフェスタまちなかイベント期間中

松原神社
境内

259件

・幅広い年代から意見を収集。
・「バルーンフェスタまちなかイベント」来訪者の年齢層が
比較的若い。

0 50 100 150 200

徴古館
ひなまつり

何気に
散歩

神社参拝
日峯さん

観光
餌やり

店舗利用
通り道
記念館
七五三

初宮参り
駐車場利用

祈願
初詣
節分

その他

ひなまつり
春の日峯さん
バルーンフェスタまちなかイベント

２．松原公園に来た目的（左）目的以外で訪れる場所（右）

・各イベントを目的として来ている人がほとんど。
・目的以外では、佐嘉神社やまちなかに訪れている人が多く、どこにも訪れていない人は2割程度。

うち８割が
イベント目的

0 100 200

佐嘉神社・松原神社

まちなか

バルーンミュージアム

佐賀城本丸歴史館

柳町

大隈重信記念館

佐野・三重津歴史館

徴古館

その他

ない

回答無し

第３章 ワークショップアンケートの結果第３章 松原公園整備における課題

松原公園の現在の利用状況や、どのような整備が望まれているのか、
市民意向を把握するため、下記期間において記入型アンケート調査を実
施し、計511人の方々に回答いただきました。

〇記入型アンケート調査
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春の日峯さん
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まちなかイベント…

10代 20代 30代 40代 50代
60代 70代 80代 90代以上

(N=258)

5以下ラベル非表示



コンビニ

コーヒー、
スイーツ

駐車場
若い木

映えスポット
屋台

マルシェ

佐賀グッズ

まんじゅう
の駐車場

コーヒー

カレー

ハンバーガー

ショッピング

散歩道

駐車場

駐車場

駐車場

フォトスポッ
ト

カフェと遊具
となり

ブランコ

小物

こども用

幼児用
ブランコ

授乳スペース
おむつかえれ
るところバリアフリー

トイレ

バリアフリー
トイレ

安心できる
遊び場

テイクアウト
軽食

ゴルフ
イベント

イベントス
ペース

すべり台

子供の手
手洗い場 雑貨屋

見物できる 駄菓子屋

50ｍ
すべり台

テイクアウト
オシャレな

コンビニ

洋服
トイレ

飲んだ後ト
イレ

フォトスポッ
ト

テーブル
とイス

親子連れ

子どもが集
まる所

外でゲーム
できる

分かりやすく
トイレ

トイレ看板

食べ物
催し物

イベントス
ペース

果物
リンゴ

実施日時 場所 回答数

R６.11.３（日）、４（月）
バルーンフェスタまちなかイベント期間中

松原神社
境内

196件

25

34

34

36

16

51

0 20 40 60

ショップ

その他

飲食・カフェ

遊具

ベンチ

芝生

■松原公園にほしい機能 集計結果

●全体
•ベンチ、遊具、飲食・カフェが多い

●松原川沿い
•芝生、ベンチ、遊具、飲食・カフェが多い
•その他の意見としておしゃれなテイクア
ウト、駄菓子屋、雑貨屋、こどもの手洗
い場など

●中央（国道沿い）
•飲食・カフェ、ショップ、ベンチが多い
•その他はマルシェなど

●徴古館周辺
•飲食・カフェ、ショップが多い
•その他はコンビニ、授乳スペースなど

●松原神社境内
•芝生、ベンチ、遊具が多い
•その他はトイレ、テーブルとイス、フォトス
ポットなど

■アンケート調査の様子

第３章 ワークショップアンケートの結果第３章 松原公園整備における課題

【松原公園にほしい機能 調査結果】

令和6年11月のバルーンフェスタまちなかイベント開催時に、松原神
社境内にて「松原公園整備に向けた導入機能に関するアンケート」を行
いました。イベント参加者に、地図上にカラーシールを貼ってもらい、松原
公園内のどこにどんな機能が欲しいのかを調査しました。

〇松原公園整備に向けた導入機能に関するアンケート調査
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【エリア別の傾向】

芝生

ベンチ

遊具

飲食カフェ

ショップ

その他



第３章 松原公園整備における課題

２ 四者連携会議での議論

３ 基本構想策定会議での議論

機能や空間整備の考え方
•歴史を振り返るばかりでなく、未来へとつながる空間にすべ
き。

•周辺にはない機能とすべきである。（ARKSや佐賀城公園
の広場との差異化）

•鍋島の考えを受け継いでいれば、例えBMXでも歴史や伝
統とつながる。

•変化を受け入れる施設機能。
•松原川側が裏ではなく、どこからでも入れるというイメージ
で考えるべき。

•大きな建物１つではなく、仲見世のような小さい店舗。
•体験型の場所とすれば大きく変わる。

周囲との関係性や、回遊性創出の考え方
•歩行者を増やして「歩くまち」としていきたい。
•駐車場をなくすことはできないが、共用できる駐車場として
考えていくべき。

•新馬場通りの位置づけも併せて検討すべき。
•松原公園で東西の回遊軸を作り、駅から佐賀城跡の南北
軸と併せたまちなかの回遊を生み出す。

ターゲット設定や検討プロセス
•子どもをターゲットにすると、多世代に興味を示してもらえる。
•子育て世代の若い人をターゲットとし、時間軸で考える。
• ワークショップ開催などにより、市民参画の機会を設けるべ
き。

•サウンディングに加え、地元の方々等の利用者との議論を
深めながら進めるべき。

松原公園に必要な機能と、その配置やデザ

インの考え方
•松原川と親和性のある空間、水に親しむ空間。
•神社と徴古館の間に、両施設をつなぐ別館のような機能。
•徴古館と神社の東西を結ぶ動線や、南北の動線づくり。
•鍋島家と市民のつながりを表現していく。
•松原神社、佐嘉神社の景観づくりを進め、創建当初の姿に
戻していく。

•夏の暑さを考慮したデザイン、夏や冬も遊べる室内施設や
日陰空間。

•バス拠点など、公共交通網の整備が必要。
• まちなかとの行き来ができる動線づくりが必要。
•周辺の駐車場を利用してもらい、歩いてきてもらう。
•日常的に人の流れが生じる機能として、子育てがキーワー
ドになる。

•子育て世代に使ってもらえる公園に。

検討プロセスについて
• ソフト面の議論が必要。 →役割分担をして進めていく
•佐賀に精通した人など様々な人の意見を聞きながら進める
べき。

基本構想策定会議を開催し、懇話会で策定された将来像をより魅力的なものにするために議論を行いました。
策定会議で出た意見を下記の通り整理します。

アンケート①

アンケート②

R5.11.30

R6.3.16、20

R6.4.11、12第2回策定会議

〈報告事項〉 〈議事内容〉

• 第1回意見の整理
• サウンディング型市場調査の
結果報告

• 課題の整理
• アンケート結果の確認
• 課題についての意見交換
• 今後の進め方
• 今後のスケジュールの確認
• ワークショップ内容の確認

R6.4.16

第３回策定会議

〈報告事項〉 〈議事内容〉

• 第２回策定会議の振り返
り

• ワークショップの結果
• 委員・事務局からの情報
提供

【基本構想の策定について】
• 議論のポイントの整理
• 基本構想策定の進め方
について

• 基本構想の取りまとめ
イメージ
【整備方針についての意見交換】

ワークショップ
①②

第４回策定会議

〈報告事項〉 〈議事内容〉

• 第３回策定会議の振り返り
• 第3回策定会議以降の検討
状況

• 基本構想のまとめ方（骨子）
について

• 基本方針案について
• 基本構想図案について

第５回策定会議

〈議事内容〉

• 基本構想のたたき台について

四者連携会議

第１回策定会議

〈報告事項〉

• 経過報告
• 今後の進め方

R6.7.29

R6.8.20

R6.11.25

R7.2.12

R6.5.26
6.23

アンケート③
シールアンケート

R6.11.3、4

■基本構想策定会議の流れと内容 R5.8.21

四者連携会議

R6.２.2

四者連携会議

■現地確認状況 ■会議状況

松原公園の整備予定地の土地所有者である佐嘉神社、鍋島報效会、佐賀県と、公園整備の主体となる佐賀
市の四者が一堂に会し、基本構想策定会議での議論を共有しながら意見交換や協議を行いました。

また、徴古館は令和9年（2027）に開館１００年、佐嘉神社は令和15年（2033）に創建１００年を迎えるため、
公園周辺におけるそれぞれの記念事業と公園整備との連携について、今後も四者で連携を図りながら進めてい
く必要があります。
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四者連携会議

R7.3（予定）



第３章 松原公園整備における課題

４ 課題の整理

機能について

•行きたくなる、お勧めしたくなるには、「飲食・カ
フェ」が必要だと回答した人が最も多い。

•行きたくなるには、「飲食・カフェ」の他、「木
陰・ベンチ等」が必要

•お勧めしたくなるには、「木陰・ベンチ等」に加
えて、「自由に遊べる広場」、「イベントの充
実」が必要

空間形成について 拠点性や回遊性について

ア
ン
ケ
ー
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

策
定
会
議
・
四
者
連
携
会
議

•みんなが集まり、交流できる
• くつろいだり、本を読んだり、お茶ができる
•気軽に立ち寄り、休憩できる
•歴史を感じ、学ぶことができる
•寺子屋など、子どもが学べる
•身体を動かして遊べる、自然遊びができる
•創作できる場など、こどもの発想の場
•子どもの様子を見守れる休憩スペース
•松原マーケットの再建
•佐賀のものが買える、佐賀を体感できる
•市場や屋外映画館、映えスポットなど、目的
地になる

•安心安全に過ごせる

•雰囲気の統一感が必要
•水と緑が溢れる憩いの公園
•歴史文化を活かした公園
•美しい神社と樹木のある風景
•清流流れる、蛍がいる美しい川
•緑と調和する屋根
•川沿いの雰囲気を活かした、親水テラス緑道
•水辺に降りて遊べる
•銅像の復活やステージなど、シンボル空間を
作る

•灯ろうによるエントランス空間
•照明灯の設置や見通しの確保など、安全・安
心に過ごせる

•まちなかからのアクセスなど、周りから人が流
れてくる

•周辺施設（徴古館、神社、佐賀バルーン
ミュージアム、佐賀城跡など）との連携

•イベントとのつながり
•案内板の設置などで、回遊を促す
•神社、弘道館などの説明書き
•堀を活用し、舟を使った移動
•まちなかからの定期周遊バス
•観光コースにいれるなどして、情報発信
•周辺のまちへの出発拠点に
•レンタルサイクル（移動拠点）

•松原公園の魅力は「神社」と回答した人が最
も多く、「ひなまつり」「歴史を感じる」と続く

• 「松原川」や「オアシス」と回答した人は比較
的少なく、魅力として認知してもらうための取
り組みが必要

•約7割が自家用車で来訪している
•各イベントを目的として来訪している人がほと
んど

•イベント以外には、佐嘉神社やまちなかに訪れ
ている人がそれぞれ約3割、どこにも訪れてい
ない人は約2割で、回遊性向上のため周囲の
魅力アップの取り組みも必要

•周辺にはない機能（ARKSや佐賀城公園の
広場等との差異化）

•徴古館と神社の間に、両施設を繋ぐ別館の
ような機能

•鍋島家と市民のつながりを表現
•鍋島の考えを受け継ぎ、変化を受け入れ未
来を創る考え

•多世代の興味を引く
•子育て世代に使ってもらえるような公園に
•日常的に人の流れが生じる機能
•夏の暑さを考慮したデザイン、夏も冬も遊べ
る室内施設や日陰空間

•体験型の場所

•歴史を振り返ることに加え、未来へとつなが
る空間

•松原神社、佐嘉神社の景観づくりを進め、創
建当初の姿に戻していく

•松原川と親和性のある空間、水に親しむ空
間

•大きな建物一つではなく、仲見世のような小
さな店舗

•つなぎのデザイン（施設/エリアをつなぐ、過
去と未来をつなぐ）

•徴古館や神社などの歴史的な建物を活かし
ながら、未来を感じさせるデザイン

•歩行者を増やして「歩くまち」に
•徴古館と神社の東西を結ぶ動線や、南北の
回遊軸を作る

•バス拠点など、公共交通網の整備が必要
•まちなかとの行き来ができる動線づくり
•松原川が裏ではなく、どこからでも入れる
•周辺の駐車場を利用して、歩いてきてもらう
•新馬場通りの位置づけも検討
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これまでの、アンケート調査や市民ワークショップの結果、基本構想策定会議や四者連携会議での議論をもとに、松原公園整備にむけた課題として、キーワードを整理しました。



第４章 基本方針と松原公園周辺へのまちづくりの展開

1 基本方針

にぎわいの創出
「世代を超えて集う、

交流と学びの場」

魅力的な空間形成
「歴史と自然が織りなす、

心惹かれる風景」

拠点性・回遊性の向上
「佐賀のまちをつなぐ拠点」

松原公園周辺の将来像 佐賀鍋島の伝統と、文化が息づく歴史体感エリア～みんなで創り、未来へ紡ぐ“松原”～

第2期整備コンセプト
●憩いの緑や松原川の水辺を活かし、気軽に訪れたい場所として整備し、核となる松原・佐嘉神社・徴古館へと誘う

●まちなかからの動線や徴古館・神社との自由な往来を意識した整備

基本方針１ 基本方針２ 基本方針３

• 鍋島の考えを受け継ぐ
• 多世代の興味を引く
• 鍋島家と市民のつながり
を表現

• 夏の暑さを考慮したデ
ザイン

• みんなが集まり交流で
きる

• 松原マーケットの再建
• 目的地になる
• 気軽に立ち寄り休憩で
きる

• 歴史を学ぶことができ
る

keyword

• 未来へとつながる空間
• 松原神社、佐嘉神社の
景観づくり

• 松原川と親和性のある
空間

• つなぎのデザイン

• 水と緑があふれる憩い
の公園

• 歴史・文化を活かした
公園

• 安全・安心に過ごせる
公園

• 美しい神社と樹木のあ
る風景

keyword

• 歩行者を増やして「歩
くまち」

• 東西、南北の回遊軸を
作る

• まちなかとの行き来が
できる動線づくり

• 周りから人が流れてく
る

• 周辺施設との連携
• 周辺の施設やイベント
とのつながり

• 情報発信
• 移動拠点

keyword
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懇話会にて取りまとめた「松原公園周辺の将来像」や、第３章の４でまとめた松原公園整備に向けたキーワードをふまえ、３つの基本方針を設定します。

【松原公園周辺における歴史と文化を活かしたまちづくり懇話会】

【策定会議・四者連携会議】 【アンケート・ワークショップ】 【策定会議・四者連携会議】 【アンケート・ワークショップ】 【策定会議・四者連携会議】 【アンケート・ワークショップ】



第４章 基本方針と松原公園周辺へのまちづくりの展開

①子どもから高齢者まで、多世代が日
常的に交流できる多機能空間

・子どもが遊べる、広い芝生広場や親水空間
・子どもを見守りながら、みんなが憩える安ら

ぎスペース
・気軽に立ち寄れるお店やカフェ

②イベント時には賑わい、普段はゆった
りと憩える広場

・イベントも可能な広場整備と配置計画

③佐賀鍋島に受け継がれてきた、佐賀
の歴史や地域性を感じられる場

・交流機能を兼ねたギャラリーや展示施設
・遊びと絡めるなど、柔らかく学べる仕掛け

④松原の歴史を現代に織り込む
・かつての銅像園や松原を新しい松原公園の要

素として取り込む

①神社や徴古館、大楠等の歴史・自然
を活かした美しい景観

・建物と自然が調和したデザイン
・歴史的な建物と対比した、現代的なデザイン

の導入

②松原川を活かした親水空間と川沿い
散策路

・水辺で遊んだり、ゆったりとくつろげる親水
空間

・惹きつけられる水辺の散策路

③神社と徴古館、県有地の境界を感じ
させない、一体的な空間

・統一的なエリアデザイン
・軸線を意識した動線計画と、境界のデザイン

④安全で居心地の良い、開放的な空間
・見通しの効く配置計画
・夜も楽しめる照明計画
・ユニバーサルデザインの導入

①まちのゲートウェイとしての機能
・佐賀のまちや歴史に親しめる空間
・市民県民が日常的に訪れる場所に
・県外の方には、最初に訪れたい場所に

②佐賀城跡、柳町、まちなかをつなぐ拠
点としての機能

・動線を整備し、歩きたくなるまちに
・案内サインにより、他のスポットへのアクセ

スを促進

③まちに開かれた、誰もが気軽に訪れ
たくなる空間

・惹きつけられるエントランス空間の整備
・通りから公園の様子が見えるデザイン

1 基本方針

にぎわいの創出
「世代を超えて集う、

交流と学びの場」

魅力的な空間形成
「歴史と自然が織りなす、

心惹かれる風景」

拠点性・回遊性の向上
「佐賀のまちをつなぐ拠点」

基本方針１ 基本方針２ 基本方針３

整備の考え方
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整備の考え方 整備の考え方



第４章 基本方針と松原公園周辺へのまちづくりの展開

２ ゾーニング・動線計画

松原川沿いの散策道

城内との連携

呉服元町・柳町との連携

新馬場通りとの連携

中央通り・佐賀バルーン
ミュージアムとの連携

バス停との連携

19



第４章 基本方針と松原公園周辺へのまちづくりの展開

３ 整備イメージ

まちのエントランスゾーン

シンボルゾーン

水辺ゾーン

メインエントランスゾーン

まちなかからの人の流れを松原公園へ誘導する、
自然にあふれたエントランスゾーン

〈利用イメージ〉
• 水辺デッキに座って休憩や飲食
• 水辺を散策して風情を感じる

松原川の豊かな水辺景観を活かした親水空間のゾー
ン

〈利用イメージ〉
• 待ち合わせ場所として利用
• 銅像跡の表現や説明サインから、当時の歴
史を感じる

松原公園のシンボルとなり、歴史を感じるこ
とができるゾーン

〈利用イメージ〉
• 地元の人や観光客が
ふらっと休憩

• 親水空間など自然の
中で遊ぶ

〈整備イメージ〉
• 親水機能や休憩機能によ
り、まちなかのオアシスと
なるよう整備

• 樹木により、徴古館の背
景を演出

〈整備イメージ〉
• 水辺デッキなどにより松原川を身近に感じられる
• 水辺の散策路を佐嘉神社側までつなぎ一体的に利用

〈整備イメージ〉
• 銅像跡を表現し、歴史を学ぶきっかけを提供

貫通道路（国道264号）及び城内からの人の
流入を促す、メインエントランスとなるゾーン

〈整備の考え方〉
• 道路から公園内を見通すことができる、
南北の軸線を通す

• 松原公園の拠点となる文化発信ゾーンや
広場ゾーンとのアクセス性を向上させる
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イメージ
イメージ

イメージ

イメージ

イメージ調整中
イメージ調整中

イメージ調整中

イメージ調整中



第４章 基本方針と松原公園周辺へのまちづくりの展開

広場ゾーン

仲見世ゾーン

文化発信ゾーン
展示空間やギャラリー、カフェなどにより、まちの歴史や文化を発信するゾーン

〈利用イメージ〉
• 子どもが歴史を学べる、感じられる
• 観光客が佐賀市の歴史を知りに来
る

〈整備イメージ〉
• 鍋島氏の功績や佐賀市発展の歴
史を学ぶことができる建物

• カフェは、日常的な休憩スポットと
して

佐嘉神社西側の社寺林を背景としな
がら、日常利用やイベントなどさまざま
な用途に利用可能な広場のゾーン

〈利用イメージ〉
• 子どもが身体を動かして遊ぶ
• 子どもを見守りながら休憩
• イベント

〈整備イメージ〉
• 芝生広場と舗装等の広場など複数
の広場を整備し、一体的にも区分け
しても利用できる空間に

• 佐嘉神社との動線を確保
• 佐嘉神社社殿を眺めることのできる、
見る見られる関係を活かした空間に

〈利用イメージ〉
• 食べ物や飲み物を買ってきて休憩
• イベント時には店舗が並ぶ

〈整備イメージ〉
• 松原マーケットの面影を感じる
• 常設店舗、仮設店舗スペース、休憩
場所、通りなどの要素で構成

• 貫通道路（国道264号）や城内、バ
ス停からアクセスしやすい空間に

仲見世のようにお店などがあり、人のにぎわいを創出するゾーン

３ 整備イメージ
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イメージ

イメージ

イメージ

イメージ調整中

イメージ調整中

イメージ調整中



第４章 基本方針と松原公園周辺へのまちづくりの展開

４ 基本構想図

調整中
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第４章 基本方針と松原公園周辺へのまちづくりの展開

５ 松原公園周辺へのまちづくりの展開

STEP２ 他エリアと連携し全体の魅力向上

加えて、松原公園周辺エリアから柳町や佐賀城
内との動線整備などにより、４核構想をもとにした
まちなかの魅力向上や佐賀城内を中心としたまち
づくりを推進し、佐賀のまちなか全体の魅力向上
を図っていきます。

STEP1 魅力的なエリア形成

松原公園を市民に親しまれる魅力的な拠点とし
て整備するとともに、周辺エリアを含めた一体的な
エリアデザインと動線づくりにより、松原公園周辺
エリアを魅力的なエリアにしていきます。

本構想により、松原公園周辺エリアの魅力向上を図るとともに、４核構想や佐賀城内のまちづくりと連携することで、佐賀のま
ち全体の魅力向上へと展開していきます。

〇松原公園周辺へのまちづくりの展開
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■広域関係図



第５章 構想の実現に向けて

１ 整備に向けた検討

２ 整備の進め方

市民県民からは日常的に訪れたい公園として、県外の来訪者からは選ばれる場所となるよう、関係者との協議を行いながら本構想の実現化に取り組みます。

佐嘉神社・鍋島報效会・佐賀県との協議が今後も必要であり、四者連携会議を開催し、松原公園整備と各連携事業とを調整しながら取り組みます。

松原公園内には、鍋島家伝来の宝物や調度品を所蔵・展示する「徴古館」や周辺に
は佐賀藩鍋島家藩主らをお祀りする「松原神社」「佐嘉神社」があり、この松原公園特有
の強みでもあります。

これらの歴史・文化を活かした求心力ある公園としての整備が望まれます。また、周辺
エリアへの連携した回遊させる取り組みも必要となります。

このため、佐嘉神社、鍋島報效会と佐賀県をはじめ、市民のみなさんと本構想の「基
本方針」を共有しながら、公園整備を進めることが重要です。

令和9年（2027）は「徴古館開館100年」、令和15年（2033）は「佐嘉神社創建
100年」を迎え、松原公園整備と連携した事業をそれぞれ検討されています。

これらの連携事業は、時間をかけて実施されることから、松原公園の整備は、スケ
ジュールを互いに調整しながら、進めていくことが重要になります。

松原公園周辺の将来像

松原公園整備基本構想

徴古館開館
１００年

佐嘉神社創建
１００年

基本計画

実施設計

松原公園整備

令和５年（２０２３）

令和７年（２０２５）

令和７年（２０２５）～

令和９年（２０２７）

令和１５年（２０３３）
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事業の連携

事業の連携

模型全体を鳥瞰的に撮影した写真

３ 構想実現に向けたフロー（イメージ）
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